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海洋生態系の重要な基礎生産者である珪藻類の多くは、栄養塩の枯渇などの生息環境悪化に対する生

活史戦略として休眠期細胞を形成し、増殖に不適な環境を乗り切ることが知られている。基礎生産の活

発な海域では休眠期細胞が高密度に蓄積される場合が多く、その分布は水柱における優占種をよく反映

するという。さらに休眠期細胞は次に起こる珪藻ブルームの供給源となりうる。このように休眠期細胞

の分布は珪藻ブルームと密接に関係するため、珪藻の群集動態を包括的に理解するためには休眠期細胞

の分布に関する知見が基本的に重要である。本研究では、北極チュクチ海を対象海域とし、水柱から海

底に及ぶ鉛直的な珪藻休眠期細胞の分布を調査したので報告する。 

2010年 10月に北極チュクチ海の 5観測点において、マルチプルコアラーを用い海底堆積物の表層か

ら 3 cm までを採取した。採取した海底堆積物については培養に基づく MPN法により、珪藻類休眠期細

胞数を推定した。また、各観測点では原則的に 0, 5, 10, 20, 35 mおよび海底直上より採水を行い、

グルタールアルデヒドで終濃度 1% に固定して植物プランクトンの計数に用いた。採水した海水のうち

500 mlを未固定のまま冷暗所 (温度約 1℃) で半年以上保管した。未固定海水試料は冷暗所で沈殿させ

て 10倍に濃縮した。この濃縮試料を 100段階として MPN法に則り培養を行い、水中の発芽復活が可能な

珪藻休眠期細胞数を見積もった。すべての培養条件は温度 5℃、光強度 50 μmol photons m-2 s-1、明暗

周期 14h L: 10h Dの条件下で行った。 

チュクチ海の海底堆積物中には、珪藻休眠期細胞が平均 1.6 x 106 (MPN cells g-1 wet sediment) の

密度で分布していた。特に、流れ込む海流により基礎生産が高いことが知られるベーリング海峡北側で

は最も高密度の 4.3 x 106 (MPN cells g-1 wet sediment) という値が得られた。この観測点では

Fragilariopsis oceanica が最も高密度であり、39% を占めた。また、Chaetoceros socialis (30%)、

Thalassiosira nordenskioeldii (21%)、Th. gravida、Ch. diadema などが認められた。さらに北の観

測点では Chaetoceros socialis が 70% 以上の大部分を占めた。また、バロー沖へ向かう観測点では、

Chaetoceros socialis が 40% 前後に減少し、Attheya longicornis (～38%)、Th. gravida (～22%)、 

Fragilariopsis cylindrus、Ch. tenuissimus も確認された。 

海水試料について MPN法により休眠期細胞を調べた結果、水柱に 1.3 x 103 ～3.5 x 105 (MPN cells L-1) 

の珪藻休眠期細胞が検出された。多く観察された種は Chaetoceros spp.、Thalassiosira spp.、Ch. 

socialis 、Attheya longicornis であり、海底に分布していた珪藻休眠期細胞と出現種の組成が類似し

ていた。休眠期細胞を形成する中心目浮遊性種が主に出現したが、Cylindrotheca closterium などの羽

状目浮遊性種も比較的高密度で出現した。一方、固定海水試料では、Pseudo-nitzschia delicatissima、

Cylindrotheca closterium、Proboscia alata、Thalassionema spp.などが優占しており、細胞密度は

6.2 x 103 ～6.6 x 104 (cells L-1) であった。 

北極チュクチ海においても、温帯域の沿岸海域のように浮遊性珪藻類の多くの種が生活史の中で休眠

期を活用して不適環境に対応していると考えられる。特に冬季に日照がなくなるチュクチ海において、

浮遊性珪藻類は休眠期細胞として水柱および海底に分布し、冬季の暗黒期をしのいでいると考えられる。 
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